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 論文内容の要旨
序章
 1日本中世仏教史研究における二大潮流
 現在の日本中世仏教史研究には、大きく二つの流れがあるように思われる。一一つはr宗派史研究」、
 もう・…つは「中世寺院史研究」である。
 宗派史研究とは、各教団・宗派ごとに、宗祖を中心とする代表的な僧の業績と教団の盛衰。発展
 過程を追求することに主眼がおかれる研究である。しかし、このような縦割り的な志向性のもとで
 は、必然的に中世宗教像の一一断面を捉えるに1-しまらざるを得ないであろう。このような特徴を有す
 る宗派史研究には、中世社会に見られる多様な宗教像を明らかにしていこうとするうえで、その研
 究方法に根本的な問題があると言わざるを得ない。だが自覚的にしろ無自覚的にしろ、そのような
 潮流は、現在もなお厳然と続いている。
 もう一一つの中世寺院史研究とは、寺院を社会生活の場、或いは社会集団のつとして捉え、特定
 の宗派にこだわらず、様々な寺院の内部組織構造や寺僧集団の在り方などを明らかにし、この変遷
 などと寺院を取り巻く社会や国家の変動との連関性について追究することにより、寺院・僧侶の活
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 動や役割を中世社会全体のなかに位置付けようとする研究である。これは一九八O年代初め、黒田
 俊雄氏によって提起されたもので、宗派史的な既存の仏教史研究を打開しようとすることが、その
 問題意識の根底に見出される。
 以後、現在にわたって、中央の顕密系大寺社を中心に、中世寺社の権力構造や中世仏教の多様な
 存在形態が明らかにされ、これによって宗派史研究、或いは沿革史に止まる個別寺院研究の限界を
 乗り越える試みがなされていると言えよう。しかし、ここで研究対象とされてきたのは中央の大寺
 .社(延暦寺・東寺・東大寺・興福寺・石清水八幡宮など)が殆どであり、地方寺社についての研究
 は進んでいるとは言い難く、取り上げられるにしても中央の大寺社から地方寺社を鳥瞰するという
 視座に立つ場合が多いのである。このような研究状況を鑑みた場合、中世寺院史研究の視角・手法
 を受け継ぎながらも、さらに中世社会における地方寺社の在りようを探っていく必要があると考え
 られるのである。
 それでは、双方の研究が抱える上記の問題点を克服しつつ、新たな視点から中世の宗教像・社会
 像を描き出す方法はないだろうか。ここで注目すべきは、r地域と宗教」という視点である。それ
 は、ある地域には特定の宗派・寺院のみならず、様々な寺社・宗教者・信仰が存在すると考えられ、
 宗派史に捕らわれない研究スタイルをとり得ること、さらに地方・在地・地域からの視座に立って
 研究を進め得ると考えられるからである。
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 2中世地域宗教史研究の諸相
 とはいえ、「地域と宗教」の観点にかかる研究は、これまでにも数多く行われている。日本中世
 の「地域と宗教」をめぐる研究(以下、中世地域宗教史研究とする)を通覧すると、一九八○年代
 以降、実に具体的で多彩な中世地域宗教史像が提示されてきていることがわかる。
 例えばこれまで、様々な中世史料(古文書・縁起。仏像。石造物など)や現地踏査での成果を総
 合的に取り扱うことによって、地域の霊場の景観やその霊場に寄せる中世びとの信仰・心象の在り
 ようなどが明らかにされている。越後や出羽、伊勢などでの研究が知られる。
 さらには、中世寺社を中核に形成される地域社会、或いは寺社相互のネットワークとそれを媒介
 する宗教者の諸活動によって創り出される地域社会の在りようが具体的に明らかにされている。こ
 のなかでは、これらの寺社や宗教者が、祈願・祭礼を通じて地域社会の安穏保持に努めるなどの社
 会的役割も明らかにされている。能登・若狭・近江・大和・河内・播磨・備前・大隅などでの研究
 が知られる。
 それ以前の研究が、断片的な中世史料や近世の地誌などを素材に、現行の行政区分などをもとに
 研究者が設定した地域的枠組みのなかで、祈祷・葬祭の役割を担いつつ在地社会に展開する仏教諸
 宗派・寺社の分布を概観し、その見取図を提示するに止まっていたのに対し、これら近年の研究で
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臥 は、史料の多様化と地域概念の転換(中世当時の歴史的動向に則して地域的枠組みを捉えること、
 以下、この把握にもとづく地域理解の用語には〈>を付す)を特色として、様々な中世地域宗教
 史像がきわめて具体的に把握されるようになったのである。
 しかし、これらの近年の研究が、幾つかの問題点を抱えていることもまた事実であり、それは以
 下の四点を指摘することができる。
 第一点は、全体的にみて共時的な視点からの考察が多いものの、中世前期の研究では、通時的な
 視点から、寺社・宗教者を中核とする〈地域社会>成立の歴史的意義(古代寺院の在地密着化、新
 たな政治的領域の創出など)をも明らかにしているのに対して、中世後期の研究では、共時的な視
 点から、寺社・宗教者を中核に、或いは寺社相互のネットワークによって形成されたく地域社会〉
 の存在意義(地縁的合力関係による社会秩序の創出、室町期守護や戦国期土豪層のr公権力」化な
 ど)を明らかにするに止まっているということである。通時性・共時性ともに重要な視点であるに
 は違いないが、中世後期における寺社と〈地域社会〉の関係を通時的な視点から理解し、その成立
 の歴史的意義を明らかにしていく必要があろう。
 第二点は、これまでの研究の殆どが、一宮や荘郷鎮守などの顕密系寺社、或いは山伏の動向を研
 究対象にしている点である。しかし中世後期の在地社会は、浄上系・禅宗系・目蓮系などの仏教諸
 教団が爆発的に教練を展開させる際の受け皿でもあったのであり、これら諸教団の急激な展開もま
 た、地域社会との関わりのなかで行われていたことが知られている。従来の研究では、これら双方
 の寺社・宗教者の相互連関性、すなわちその共存関係や変転の様相(連続と非連続、共時性と通時
 性)の総体からなる、中世地域社会の宗教構造を考察するまでには及んでいない。
 第三点は、中世の地域社会を創り出していた寺社や宗教者らは、自らが創り出していたその地域
 社会を越えて活動することはなかったのか、そしてこのような活動と地域社会との関係はどうなっ
 ていたのか、という視点が欠落していることである。
 第四点は、研究対象の場の偏りである。これまでの研究では、北陸地方や畿内近国、西日本など
 の寺社を中心に研究が蓄積されてきているが、とりわけ東北地方での研究が、かなりの立ち遅れを
 みせていると言わざるを得ないのである。
 確かに東北地方においても、顕密系寺社(奥羽両国一宮、平泉中尊寺、松島寺、立石寺、慈恩寺、
 羽黒山、名取熊野堂)や戦国期本願寺教団などを研究対象として、中世奥羽の仏教史像が具体的に
 明らかにされてきている。しかしそのなかにあって、中世後期の曹洞宗教団へのアプローチは殆ど
 なされていない。同教団は、他地方の研究によって、南北朝期から戦国期にかけて地域社会と密接
 に関わりながら爆発的に教線を拡大していたことが知られており、中世奥羽における地域宗教史研
 究の立ち遅れは、この点にも要因があるように思われる。
 以上の研究状況を鑑みたとき、同教団の存在を足がかりとして、様々な信仰史料(文書や記録、
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 縁起、仏像、棟札など)や現地調査での成果をもとに、中世奥羽の顕密系寺社や曹洞宗教団の動向
 の相互連関性から中世〈地域社会〉の在りようを明らかにするならば、.上記の課題を克服し得るの
 ではないかと考えられるのである。
 ただし、この相互連関性の全てを共時性・通時性の両側面から一度に考察することは、そう一筋
 縄にいく問題ではない。そこで本研究では、中世地域社会の宗教構造を見通しつつ、通時的な理解
 に力点を置きながら中世奥羽の寺社とく地域社会〉の関係を考察することにしたい。
 3研究目的
 従って本研究では、日本中世仏教史研究、及び近年の中世地域宗教史研究などにみられる以上の
 特色と問題点を踏まえて、通時的な理解に力点を置きながら中世奥羽の顕密系寺社や曹洞宗教団の
 動向の相互連関性を考察し、これら寺社・宗教者の共存関係や変転の様相、中世前期・中世後期に
 おいて寺社・宗教者を中核に形成される〈地域社会〉の在りようとその歴史的意義、及び列島規模
 にわたる彼らの諸活動とそのく地域社会>との関係などを明らかにすることによって、新たな中世
 地域宗教史像を提示し、さらに今後の中世地域宗教史研究を深化させるための新たな方法論、中世
 「地域宗教論」を展望することを目的とする。
 第1部伊沢郡黒石郷にみる宗教空間の構造と秩序認識
 第一章古代・中世における陸奥黒石寺の宗教的コスモロジー
 第一章では、古代・中世の仏像や戦国期以降の縁起、現地景観や伝承の調査などによって、陸奥
 黒石寺(現岩手県水沢市、天台宗)の由緒認識と境内の空間的秩序を考察した。その結果、以下の
 諸点を明らかにした。
 九世紀半ば、いたるところに黒色の蛇紋岩が露出し、その巨岩に覆われた山の麓に、鎮守府胆沢
 城との関係から、“胆沢城の東方鎮護の寺堂"としての薬師堂が建立された。十一世紀半ば～十二
 世紀あたりには、大師窟の成立にともない、本尊薬師と中興開山慈覚大師を中心にもつ“天台仏教
 の霊場"としてのコスモロジーを表す宗教空間、黒石寺が現出する。さらに十四世紀前半ころには、
 黒石氏の伊沢郡黒石郷入部にともなって、岡寺に妙見堂が成立し、これ以降、岡寺蘇民祭は、当地
 の在地領主黒石氏と妙見堂のもとで、無病息災と五穀豊穣を祈る祭礼として執り行われていくこと
 になる。
 これまで岡寺の歴史は、専ら当寺所蔵の仏像への美術史的なアプローチと蘇民祭への民俗学的ア
 プローチ、そして近世中期の縁起(黒石寺『書出』)に拠って理解されてきた。これらの視点から
 する既存の研究成果を批判的に継承しつつも、ここに戦国期まで遡り得る新出の縁起や現地景観な
 どの調査結果を加えることによって、同寺の歴史を上述のように再構成し得た点に、本章の研究史
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▽ 的な意義があると言えるだろう。
 第一章典の正法寺の開創一伊沢郡黒石郷にみる重層的宗教空間構造の形成と展開一
 第.二章では、仏像や絵図、戦国期以降の縁起、現地景観や古道の調査などによって、伊沢郡黒石
 郷に所在した曹洞宗正法寺(現岩手県水沢市)の由緒認識と境内の空間的秩序を考察した。その結
 果、以下の諸点を明らかにした。
 貞和四年(一三四八)、黒石寺境内の一角において、無底良紹という曹洞禅僧の宗教体験にもと
 づき奥の正法寺が開創されることとなった。当時においては新宗教ともいえる正法寺が開創されて
 以降、伊沢郡黒石郷の宗教的秩序には大幅な変化がもたらされ、黒石・長部両氏による境内地寄進
 を経て、「法場」としての七堂伽藍が整備されるとともに、開山の御影・聖霊を中心にもつ“曹洞
 仏法の霊場"としてのコスモロジーを表す宗教空間が形成されていったのである。
 さらに本章では、黒石・正法岡寺の境内空間の秩序認識(宗教的コスモロジー)に関するここま
 での考察結果を踏まえて、奥州伊沢郡黒石郷では、本尊薬師と慈覚大師の坐禅窟を中心軸に持つ“天
 台仏教の霊場"と、開山の御影と墓所を中心軸に持つ“曹洞仏法の霊場"が、現地の黒き石(蛇紋
 岩、黒石郷の名称の由来)に対する両寺の信仰と、黒石氏による岡寺への信仰によって構造化され、
 共存し得ていたことを明らかにした。
 r禅宗と地域社会」の関係をめぐる従前の研究は、教団側の視点から教線拡大の理由ばかりを問
 う傾向にあり、現地からの視点、及び地域と寺社を空間的な視座から捉える視点に欠いていた。そ
 こで、これらの問題点を踏まえ、在地レベルにおける中世禅宗寺院の空間的秩序を明らかにした点、
 また寺社の自己認識から、顕密系・禅宗系の在地寺社の空間構造とその相互関係を明らかにし、中
 世地域社会における重層的な宗教空間構造とその共存関係を明らかにしている点などに、本章の研
 究史的な意義があると言えるだろう。
 第翌部中置奥州葛西領における寺社・国人と地域秩序
 第三章平泉中尊寺・黒石正法寺と中世社会一南北朝期奥州葛西領における在地構造の転換一
 第三章では、鎌倉～南北朝期にかけての奥羽社会と平泉中尊寺・黒石正法寺との具体的な関係に
 ついて、両寺の宗教儀礼・伽藍修造に着目し、そこに見出せる政治的・社会的・宗教的動向をトー
 タルな視点から考察した。その結果、以下の諸点を明らかにした。
 鎌倉期平泉諸寺社で執り行われる国家的法会は、鎌倉将軍や平泉惣別当を通じて行われる伽藍修
 造、奥州惣奉行葛西氏によって徴収される奥羽両国官物、葛西氏所領五郡三保(奥州の岩井・伊沢・
 江刺・気仙・牡鹿の各郡、黄海・興田の各保、何れも北上川中下流域に所在、一族による郡ごとの
 分割知行)のうちから葛西惣領を通じて拠出される仏神事役などによって運営され、そこでは将軍
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『 安泰や一朝静謐・四海安全などが懇祈されていた。この時期の平泉諸寺社は、葛西氏とその一族を
 中心に形づくられる近隣諸郡の在地構造とも間違いなく繋がりを有していた。
 ここに貞和四年(一三四八)、曹洞宗正法寺が開創されて、周辺郡域(江刺・伊沢・東山)の郡
 主や中小在地領主層から所領(田畠)が寄進され、その得分が同寺にもたらされることによって、
 在地社会での政治構造の変動を背景とした新たなヒトとモノの流れ、新たな信仰の流れが生み出さ
 れ、既存の在地構造が転換されるにいたる。すなわち曹洞宗正法寺の成立とは、新たな信仰を介在
 させてヒトとモノを吸着する求心的な宗教空間、南北朝期の平泉周辺の宗教世界における新たな宗
 教的中心の成立を意味しており、しかもこれによって、正法寺が提供する宗教的営為(入牌をとも
 なう逆修供養・追善供養)が地域の人びとに直接還元されるようになったのである(〈地域の位牌
 所〉の成立)。ここに、鎌倉期平泉諸寺社との決定的な相違点を見出すことができる。
 さらに以上の状況は、顕密寺社によって形成されていた平泉中心の寺社秩序が崩壊を迎え、正法
 寺中心の新たな寺院秩序が成立する契機、及び空間的な広がりのなかで在地の宗教勢力と政治勢力
 が相まったところに形づくられるく地域秩序〉の変容の契機として捉え得ると考えられるのである。
 ただし注意が必要なのは、黒石寺と同様に中尊寺もまた、中世を通じて退転することはなかった
 という事実である。それはあくまで、前代に比しての衰退であり、正法寺に比しての求心力の低下
 ということなのである。以上の過程では、中尊寺、正法寺、時衆へと関わる葛西当主とその一族の
 在りようが注目される。これら多様な寺社・宗教者が共存し得る背景には、葛西当主ら受容層の多
 様な信仰形態、或いは宗教保護政策があったものと考えられよう。鎌倉～戦国期における奥州葛西
 領の〈地域秩序〉が、様々な寺社・宗教者の共存関係によって支えられていた事実もまた、見逃し
 てはならないのである。
 本章の研究史的な意義は、これまで漠然としていた中世後期奥州葛西領における政治的宗教的様
 相について、平泉中尊寺・黒石正法寺を取りまく政治的・社会的・宗教的な動向を通時的、かつ総
 合的に考察することによって、当地域の在地構造の転換の在りようを明らかにし、<地域秩序〉の
 変容の契機を見出し得た点にあると言える。
 第四章典の正法寺の三郡頭陀
 第四章では、曹洞宗正法寺の三郡頭陀の構造とその歴史的変遷について、中世後期・奥羽仕置期・
 近世期というそれぞれの社会状況を踏まえて通時的に検討した。
 三郡頭陀とは、十八世紀後半の『江刺上下伊沢磐井三郡頭陀再願書之事』(正法寺蔵)によれば、
 江刺郡・伊沢郡(上下伊沢)・岩井郡(西岩井・流・東山)の村々から夏は麦、冬は籾を頭陀物と
 して受け取ることができる一種の托鉢行為であった。中世では一世帯あたり五升ずつ、近世は元禄
 ころで三升ずっと頭陀物桝目が減ってきて、頭陀のr石高」は時代とともに減少していたという。
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▽ しかしそれでも、在地村落側の証言によって、三郡頭陀が毎年夏冬の恒常的な営みとして、十八世
 紀以前から実際に慣習化していたことが明らかである。また、頭陀物受け取りの際には、その反対
 給付物として頭陀祈祷札が頒布されていたが、それは、ひとたび頭陀物を出せば、彼らは「頭陀檀
 那」として、「門々梁昌」が朝課調経において祈祷されるという論理を介在させることによって成
 り立っていた。
 正法寺の頭陀が三郡頭陀と呼称されるように、そこには明確なテリトリーが意識されていたので
 あり、それが故に、世俗権力のもつ政治的領域と深い影響関係にあった。そのテリトリーとは、『願
 書』では江刺・伊沢・岩井の三郡全域で行われていたかのように記されていたが、実のところ近世
 では江刺・伊沢・東山であり、戦国期では江刺・相山・東山という領域であった。中世江刺郡では
 郡主江刺氏、上下伊沢では郡主柏山氏、東山では郡主的存在がいなかったために、横沢氏・薄衣氏・
 長坂氏・藤沢氏・大原氏などの中規模勢力の領主たちが個別に認知・保証の主体となって、三郡頭
 陀が行われていたと考えられる。
 しかも近世での頭陀物は、江刺・伊沢両郡では一一郡単位(各城下の会所)での一括引き渡し、東
 山では個々の村々からの個別引き渡しであり、中世での頭陀物もまた、江刺・伊沢両郡では郡主か
 らの一括引き渡し、東山では個々の村々からの個別引き渡しであったと考えられ、近世三郡頭陀は
 テリトリーの継承のみならず、戦国期社会での頭陀物の収取方法をも踏襲していたのである。
 三郡頭陀は史料上、戦国期あたりまでは遡ると考えられるが、そのテリトリーは南北朝期正法寺
 への寄進者分布の範域(江刺・伊沢・東山)でもあり、南北朝期のr寄進檀那」の分布圏が、r頭
 陀檀那」の及ぶテリトリーに何らかの規定性を与えていたと考えられる。これによって奥の正法寺
 の三郡頭陀が、『願書』にいうように南北朝期から既に行われていたのではないかと想定した。
 従来、具体的に検討されることのなかった正法寺の三郡頭陀の実態を通時的。多角的に考察し、
 禅宗寺院の宗教活動と周辺地域社会の政治的秩序との構造的連関性を明らかにした点に、本章の研
 究史的な意義があると言える。
 第亜部中世奥羽における宗教者の往来と地域秩序・教団秩序
 第五章中世曹洞禅僧の展開と顕密寺社秩序の再編一東西岩井鐙伊沢・江刺四郡を中心に一
 第五章では、東西岩井郡・伊沢郡・江刺郡における在地顕密寺社や曹洞宗寺院を主な対象として、
 鎌倉～戦国期における同地域の寺社秩序の在りようとその再編過程を具体的に考察した。
 南北朝期以前に確認される在地顕密寺院は、黒石寺のように必ずしも廃絶にはいたらなかった寺
 院もあるが、その多くは、平泉諸寺社の求心力の低下によって衰退・廃絶を迎えていた。ここに貞
 和四年(一三四八)、曹洞宗正法寺が開創されて以降、江刺郡・伊沢郡・西岩井郡(西岩井・流)・
 東岩井郡(東山)には、郡主・国人・在地領主らの外護を背景としつつ、正法寺末派僧による在地
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ム 顕密寺院の寺基の継承=曹洞宗寺院の開創によって急速に正法寺末寺が展開していった。
 このように、顕密寺社によって形成されていた平泉中心の寺社秩序が崩壊を迎え、平泉諸寺社の
 裾野に広がる在地の顕密霊場は、十四世紀後半以降、正法寺のもとへと徐々に再編され、江刺・伊
 沢・東山を主要な社会的基盤とする正法寺中心の曹洞宗寺院秩序が形づくられていくことになった
 のである。さらに十五世紀後半以降には、上伊沢永徳寺(現岩手県金ヶ崎町)の末寺が膝下の伊沢
 郡に数多く開創されるとともに、実に多様な法脈の曹洞禅僧の往来によって曹洞宗寺院の展開はさ
 らに加速し、正法寺や永徳寺を中心とする本末秩序とは別個の、また新たな本末秩序、或いは当地
 域を越えて取り結ばれる新たな本末関係が生み出され、既存の曹洞宗寺院秩序の流動化現象が進行
 していった。
 南北朝期正法寺への寄進田畠の得分は、主に伽藍修造用途に充てられていたが、十五世紀以降、
 これらは徐々に機能不全に陥っていき、これを契機として伽藍修造の財源も変化し、十六世紀以降、
 正法寺末寺からの出世者(就住持者)が拠出する伽藍修造料(出世銭)に立脚するようになってい
 った。戦国期の正法寺では、入牌のような個別儀礼とならんで、本末秩序にもとづく伽藍修造儀礼
 によって、自らが拠って立つく地域社会〉、すなわち江刺・伊沢・東山の安穏保持も祈願していた。
 このなかでは、正法寺を支える周辺地域社会の安定が正法寺の安定につながり、正法寺の安定が周
 辺地域社会の安定につながるといった社会関係が成立しており、このような社会関係が成立してい
 たからこそ、三郡頭陀のような営為もまた、江刺・伊沢・蜘」、iの住人らに認められていたと考えら
 れる。
 正法寺禅僧が江刺・伊沢・東山の郡主・村々をまわって頭陀物を取り集め、頭陀祈祷札を頒布す
 るという営為(第四章)によって、周辺地域住人は正法寺との密接な結び付きを意識したに違いな
 い。その結び付きを意識した様々な階層の周辺住人らが、正法寺で執り行われる祖師遠忌に参集す
 るといった関係も推測される。さらには、各地域の正法寺末派僧らが、正法寺膝下地域、或いは各
 地に点在する正法寺末派寺院を基盤としながら、祖師遠忌、輪住・出世のために参集し、或いは門
 中襯銭・出世銭を拠出することによって本末関係の再確認がはかられ、これがまた正法寺と周辺地
 域社会との関係を維持することにもなっていたのである。このような正法寺派禅僧の往来によって、
 正法寺と周辺地域社会との密接不可分な関係、そして正法寺との緊密な本末関係が再確認され、正
 法寺を中心とする曹洞宗寺院秩序が維持されていったものと考えられる。以上が、奥州正法寺教団
 と周辺地域社会の関係からみる新たなく地域秩序〉の在りようである。
 このように中世の〈地域秩序〉とは、寺社・宗教者と地域住人が恒常的に有するヒト・モノ・情
 報のネットワークによって形成・維持される。その回路は、新たな寺社の成立、新たな信仰形態の
 流入にともなって別の回路を生み出し、在地構造に大きな転換がもたらされることによって、また
 新たな〈地域秩序〉を創り出していくのである。禅宗の流入によるr宗教的秩序」の再編の歴史的
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 意味とは、旧来の回路の吸収と新たな回路の創出という点に見出すことができよう。
 既存の中世禅宗史研究においても、在地社会への禅宗の流入がr在地既存寺社の危機的な宗教状
 況」を止揚し、新しいr宗教的秩序」の再編成を行う役割を演じたと指摘されていたが、この指摘
 は単なる見通しに止まり、新旧両秩序の様相や具体的な再編過程、その再編の意味などについては
 殆ど未解明のままであった。この問題をr地域史」的な見地から再検討し、一ヒ記の具体像と歴史的
 意味を明らかにした点に、本章の研究史的な意義があると言える。
 第六章戦国期曹洞宗教団と奥州一「伝統的秩序」の崩壊と近置化へのうねり一
 第六章では、戦国期の曹洞宗教団、特に越前永平寺教団・能登総持寺教団の住持運営をめぐって
 やりとりされた門末僧の書状群(「安穏寺沙汰書」r会津示現寺沙汰書」、結城市孝顕寺蔵)から、
 中世地域社会の中核となっていた禅宗寺院が、禅僧の往来や書状(情報)のやりとりによって、列
 島各地の諸寺院・諸地域とどのように結び付けられ、さらにそれが全国的な教団秩序とどのように
 切り結ばれているのか、といった点について考察した。
 その結果、室町前期以降、両寺教団の住持運営から排斥されていた演出門徒(奥州会津示現寺僧、
 奥州黒石正法寺僧ら)が、戦国期にいたり、その住持運営に参与し始めること、中世曹洞宗教団の
 近世化(二大本山のもとへの曹洞宗諸寺院の全国組織化)が、戦国期以降に観察される総持寺輪住
 制への濱出門徒の参画、というく周縁>からの動きなくしては成立し得なかったこと、しかも奥州
 の諸禅刹、特に奥州演出門徒の動向の歴史的意義は、この近世化という変容を促したところに見出
 し得ることを明らかにした。
 ここに看取される奥州の濱出門徒の動きは、彼ら自身が抱える本末秩序や周辺地域社会との関係
 と有機的に結びついていた。例えば、戦国期の奥州正法寺教団では、自らの本末秩序の動揺、すな
 わち正法寺門派僧による総持寺出世という動きをうけて、逆に正法寺住持が自ら総持寺に出世し、
 r正法寺門末」が今後、総持寺へと出世する際には、正法寺からの「御一書」がなければ総持寺と
 しても同心しないという約束事を取り付けることによって、その動揺の抑制を図っていた。そして、
 これら一連の動向を可能ならしめたのは、門派を越えた地縁的なネットワークの稼働であり、さら
 にこれを可能ならしめたのは、正法寺・永徳寺との本末関係を中心とする、周辺郡域の〈地域秩序〉
 の流動化現象であった(第五章)。
 このように、個別地方教団の本末秩序の動揺と〈地域秩序〉の流動化が、中世曹洞宗教団の近世
 化を促していたのである。
 終章一中世「地域宗教論」の構築にむけて一
 南北朝期、禅宗寺院の開創によって新たな信仰形態が在地社会にもたらされ、その禅宗寺院を中
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 核とするく地域社会>が形成されることによって、既存の在地構造は転換されるにいたる。ここに、
 顕密寺社を中心に形づくられる〈地域秩序〉の変容の契機、禅宗寺院秩序を中心に形づくられる新
 たな〈地域秩序>の生成の契機を看取することができる。そしてこれら中世のく地域秩序〉とは、
 寺社・宗教者と地域住人が恒常的に有する、ヒト・モノ・情報の回路の双方向的稼動(ネットワー
 ク)によって形成・維持される。中世後期の寺社とく地域社会〉の関係にみる歴史的意義とは、旧
 来の回路を吸収することによって既存の在地構造に転換をもたらし、また新たな回路を創出してい
 くといった点に見出すことができるものと思われる。
 このような〈地域秩序〉と全国的な教団秩序は、個別地域を越えて往来する、寺社や宗教者の主
 体的な活動に媒介されることによって関係付けられていた。しかもその動きによって戦国期には、
 既存の教団的秩序は崩壊を迎え、新たな秩序が切り開かれるにいたったのである。新たな時代の到
 来は、〈周縁〉とく地域〉からの動き如何にかかっていたのである。ここにも、地域の歴史にみる
 ダイナミズムを見出すことができよう。
 しかし、中世寺社と地域社会の関係から垣間見える中世宗教像・中世社会像は、このような変転
 の側面ばかりではなかった。中世奥州葛西領における様々な寺社・宗教者の共存関係の諸相につい
 ては今後の課題となるが、南北朝期以前に確認される多くの在地顕密寺社が廃絶。改宗していくな
 か、奥州伊沢郡黒石郷における黒石寺と正法寺の関係にみるように、中世後期以降、顕密寺社と曹
 洞宗寺院は共存していく場合もあったのである。さらには、中尊寺、正法寺、時衆へと関わる葛西
 当主とその・一族の姿もあった。黒石寺と正法寺を繋ぎとめる存在には、在地領主黒石氏の姿もあっ
 た。これらは、中世地域社会の宗教構造の全容解明に向けて、実に貴重な事例となるであろう。
 以上の具体的な作業を経て筆者は、中世「地域宗教論」と呼称する新たな方法論を提起したい。
 ここで構想している中世「地域宗教論」とは、既存の中世地域宗教史研究の特色と問題点を踏まえ、
 多様な信仰史料を研究素材とし、文献史学に加えて、美術史学・建築史学・考古学・国文学・民俗
 学などの隣接諸分野での手法・成果を批判的に継承しながら、中世宗教のもつ政治的・社会的・文
 化的な諸側面から、様々な寺社・宗教者の共存関係や変転の様相の総体からなる中世地域社会の宗
 教構造の解明を目的としたものである。
 このような総体的、かつ学際的・多角的な方法論を構想することは、既存の中世地域宗教史研究
 の問題点を克服し、今後の研究を深化させる場合の枠組みとして、また現行仏教教団ごとになされ
 るr宗派史研究」を横断的に乗り越える従来にない方法論として、今後の学界に寄与するところが
 大きいのではなかろうか。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は、中世における寺社と地域社会の関係を、通時的・共時的、ふたつの観点から解明しよ
 うとするものである。主な素材は、胆沢郡黒石郷の山間部(いまは岩手県水沢市)に創建された曹
 洞宗正法寺である。
 はじめに、同地に創建された古代の寺院、黒石寺を核として、天台宗・慈覚大師の霊場(コスモ
 ロジー)が形成される過程が解明されている。それに継起して、黒石寺のr奥院」に創建された中
 世の寺院、正法寺を核として、禅宗の霊場が形成される過程が解明されている。これまでは、寺院
 を核とする宗教的な空間の形成に関しては研究が手薄になっていた。ことに、禅宗寺院の場合には、
 まったく、手つかずの状態になっていた。
 本論文では、古文書・古記録の不足を、地形観察・聞き取り調査で補い、仏教美術・建築史ほか
 の成果に学びながら、広く類例に当たるなど、総合的。学際的な手法によって、宗教的な空間の形
 成を、複合的・立体的に解明することに成功している。
 つぎには、胆沢郡・江刺郡・東山に広がる地域社会における宗教的秩序が、平泉中尊寺を核とす
 る天台宗的な秩序から、正法寺を核とする禅宗的な秩序に転換するダイナミズムが解明されている。
 それにあわせて、地域社会におけるリーダー、すなわち黒石・長都・薄衣など、葛西氏に従う中小の
 武士たちが、先祖の位牌を預かり供養してもらう代わりに、田地を寄進する、さらには伽藍修造・
 祖師遠忌などにおける儀礼に参集する、などの過程を通じて、正法寺をr地域の位牌所」として育
 て上げたことが解明されている。正法寺による托鉢の縄張りが、r三郡頭陀」として、膝下の東山
 を中心に、胆沢・江刺郡に及ぼされたのにも、そのような武士たちの支えがあったとされている。
 r三郡」の範囲、地域社会の内実など、詰めるべき課題が残されているが、基本的な論点を提示し
 たものとして、高く評価されるべきものである。
 そのうえで、地域を超えて、永平寺や総持寺を中心とする全国的な教団組織が形成され、r出世」
 のありかたをめぐる制度改革を経て、近世的な本末制度が生み出されてくる展望が解明されている。
 詰めるべき課題が残されているが、地域の側から、教団のあり方にアプローチしょうとする試みと
 して、高く評価されるものである。
 総じて、これまでの宗派史的な研究や寺院内部の社会史的な研究の枠組を超えて、r地域宗教論」
 を構築しようとした本論文の狙いは、基本的に達成されたものと考えられる。すなわち、本論文の
 著者は、自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有することが明らかと考える。
 よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認めるものである。
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